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１．目的  

 河川における生態系管理は，希少種だけでなく，普通種

も含めた生態系の保全・再生が必要不可欠であるが，魚類

に関しては正確な現存量の把握が困難であった．しかし近

年，水中に存在する生物由来の DNA（環境 DNA）を分析

することにより，生物量を推定できる技術が発展し，河川

での有効性も示されている．一方，正確な生物量が判明し

ている流水環境下で，生物量と環境 DNA量の関係性を明

らかにした研究例は少ない．よって本研究では，河川に生

息する純淡水魚であるカワムツを用い，流水水路における

実験により，流水環境下における生物量と環境 DNA 量の

関係性を明らかにし，さらに，中国地方の 3水系から得た

水サンプルの環境 DNA 分析を行うことにより，各河川・

各地点におけるカワムツの環境DNA量の定量化を試みた． 

２．方法  

 カワムツは西日本の河川の中・上流域の流れの緩やかな

淵に多く生息しているコイ科魚類である．水路実験には，

上流水槽，水路部，下流水槽で構成されている水路を用い，

水路部の上流端から 50cm地点に，アクリル製の流水板に

よりカワムツの遊泳区間を設置した．実験は，野外での生

息地に近い流速（0.2m/s）に設定し，10，16，24尾で行っ

た．条件は各回ともに，20分の馴致後，遊泳区間から 1.5m

下流において，5 分間隔で 3 回の採水（1L）をおこない，

抽出した DNAを用いて定量 PCRをおこなった．さらに，

佐波川，高津川および小瀬川の計 26地点（図-1）におい

て 2016 年夏季に得られた水サンプルについても，同様の

手法で定量 PCRカワムツの DNAの測定をおこなった． 

３．結果と考察  

 水路実験の結果，検出された DNA濃度の平均濃度（copies/mL）は，10尾では 0.88，16尾では 1.32，24 尾

では 2.34 となり，供試魚の個体数が増加するに従い，環境 DNA 濃度も高くなることが示された．環境 DNA

濃度と供試魚の総重量の関係性について図-2に示している．単回帰分析の結果，決定係数（R2）は 0.95と高 

 キーワード 環境 DNA，生態系管理，魚類，河川，資源管理，水路実験 

 連絡先 〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2-16-1 山口大学大学院 乾 隆帝 ＴＥＬ0836-85-9339 

調査地点

高津川水系

佐波川水系

小瀬川水系

 

図-1 小瀬川，佐波川および高津川の調査地点図 
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図-2 カワムツの重量と環境 DNA濃度の関係性 
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い値を示した．単回帰分析の結果，決定係数（R2）は

0.95 と高い値を示した．これまで，止水環境下におけ

る実験的研究においては，淡水魚類の量が環境 DNA量

と正の関係性を示す事例が報告されてきたが，本研究

結果において，流水環境中で同様の傾向を示したこと

から，環境 DNA は，流水中の魚類の生物量を高精度に

反映する指標であることが示唆された． 

 小瀬川における結果は，6 地点の平均が 2.318 

copies/mL，佐波川における結果は，11 地点の平均が

14.790 copies/mL，高津川における結果は，9 地点の平

均が 7.740 copies/mLだった．これらの結果から，水系

単位で比較すると，本研究対象の中では最も佐波川が

カワムツの環境 DNA濃度が高く，小瀬川が最も低かっ

たことから，佐波川，高津川，小瀬川の順にカワムツ

の生息密度は高いことが予想される．環境 DNA濃度と

河口からの距離との関係性を図-3に示している．小瀬

川および高津川は，河口からの距離が大きくなるほど

環境 DNA 濃度が高くなる，つまり上流域のほうがカワ

ムツの生息密度が高いと予想される結果となったが，

佐波川については，河口からの距離が近い，つまり下

流域の環境 DNA 濃度が低いという点に関しては共通

していたものの，河口からの距離が 10.4 km付近でピ

ークを迎え，それより上流では，環境 DNA濃度はあま

り変化しないという結果となった．既往の知見では，

カワムツは河川の中・上流域を中心に生息することが

知られているため，全河川の結果については妥当と言

えるものの，河川によって，流程分布のパターンは一

様ではないことが示唆される結果となった．  
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図-3 小瀬川，佐波川および高津川におけるカワム

ツの環境 DNA濃度と河口からの距離との関係性 
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